（自治基本条例市民検討チーム）第５回準備会　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成１８年２月２７日（月）午後３時　～　６時

	場　　所　　　　　　　市役所本庁舎　２階　　２０１会議室

	出 席 者：（敬称略、姓のみ）荒井、植木、春日、国友、小泉、児島、宅見、橋爪、平井、増田、柳下

欠 席 者：幸道、松山

議事進行記録担当：（司会）橋爪、（司会補佐）荒井、（記録）植木

事務局：征矢

	会 議 の 概 要

１　自治基本条例策定に関する準備会メンバーの意見表明と意見交換

　　前回の準備会の合意に基づき、準備会メンバーの基本条例策定に関する構想や抱負を各自順次意見表明をし、質疑応答を行った。主な論点は以下のとおり。

　・市民が「基本条例」の「意義」と「役割」について認識を共有することが重要

　・今後の鎌倉市の自治を充実させる上で「基本条例」の策定は画期的な意味を持つとの認識が必要

　・「基本条例」策定は、前期実施計画の提案に記載され、新年度の予算に計上されていることの確認

・策定の過程で、市当局との協働、市議会との調整、商工会等地元団体の意見聴取のあり方が重要

・「市民会議」への市職員の適切な参加のあり方を考えることが必要

　・市財政の逼迫、中長期計画のグランドデザイン欠如の現実を踏まえ、市民の意向をどう反映するか

　・「基本条例」策定の契機を考慮しつつ、「市民会議」の位置付けの明確化が必要

・検討事項、検討プロセス、運営組織、スケジュールを明確にし、早期に全体会議に付議すべき

　・鎌倉市の地勢、社会状況、歴史的背景などの独自性を「基本条例」に反映すること

　・出来るだけ多くの市民から声を聞き、それを纏めていくシステムを作ることが重要

２　主要な論点の自由討議

　　出席者全員の意見表明と意見交換で出された主な論点について、自由討議を行った。敢えて結論は出さなかったが、討議の主な内容は以下のとおり。

　・「市民会議」のオーソライズに関して、市との協定締結、行政当局の公式発言、市広報紙への記載、市民が認知すればボランティア活動で充分、など

　・市との協働の形に関して、共同作業、併行検討と調整など

　・今後の「市民会議」の運営に関して、検討の項目と活動ステップ・組織編成・スケジュールの明確化、検討課題に関するグループ編成など

・また、事務局に対して、現在開会中の市議会での市長の「基本条例」策定に関する主旨説明、質疑応答、答弁内容、予算取り扱いなどについて、次回準備会で報告するよう要請された

３　次回準備会の運営について

　　３月７日の第６回準備会の運営について、議事進行記録担当と議題を下記特記事項の内容にすることとした。



	特 記 事 項

１　次回第6回準備会の開催

日時・場所：平成１８年３月７日（火）午後６時～９時　市役所本庁舎　２０１会議室

議事：①　今回欠席者の見解発表

　　　②　アンケート結果の報告と取り扱い

③　市との協働について

④　３月１５日の全体会議の議事、進行について

　　　⑤　４月以降の大まかなスケジュール

議事進行記録担当：春日、小泉、児島


